
 

 

              

 

２０２４年９月２５日 

公益財団法人大阪観光局 

「大阪観光局」と「日本ファームステイ協会」が包括連携協定を締結 
 

公益財団法人大阪観光局(所在地：大阪市中央区、理事長：溝畑宏 以下：大阪観光局)と、一般社団法

人日本ファームステイ協会 (所在地：東京都千代田区、代表理事：上山康博 以下：日本ファームステイ

協会)は、以下のとおり包括連携協定を締結します。 

 

1.包括連携協定締結の背景・趣旨 

大阪観光局と日本ファームステイ協会は、大阪から全国の農泊地域への送客に協力して取り組むこと

により、大阪の観光ショーケース機能の強化による国際観光文化都市としてのプレゼンス向上と、地方

における持続的な観光地域づくりのさらなる進展を目指します。合わせて、大阪府内で農泊や農業体験

による地域づくりに取り組む市町村等での農泊地域創出にも取り組み、来阪旅行者の府域での滞在や

周遊観光を促進し、消費額の増加による大阪への経済効果拡大を目指して行きます。また、農泊地域の

創出や発展は農山村地域の環境保全にもつながり、自然（みどり）を核とした SDGsの取組みを全国各

地で推進することにも寄与すると考えています。 

 

2.主な連携内容 

① 農泊地域の創出に関わる業務 

② 農泊地域の発展に関わる業務 

③ 都市部から地方部への誘客促進に関わる業務 

④ 農泊地域における旅行者の消費拡大に関わる業務 

⑤ 農泊地域における「宿泊」「体験」「食」等、地域づくりコンテンツの立案と磨き上げに関わる業務 

 

＜一般社団法人日本ファームステイ協会について＞ 

■農林水産省の掲げる「農泊」及び「ファームステイ」を営む事業者を支援し、国際市場が求める 

サービス水準を満たした、旅行者にとって魅力的な農泊・ファームステイ実施地域づくりに貢献し、 

国内の農山漁村の所得向上、地域活性化を目指す団体として、2018年 2月に設立 

■主な役員 

会長理事 内堀 雅雄 福島県知事 

理事長   皆川 芳嗣 ㈱農林中金総合研究所 理事長（元農林水産省事務次官） 

代表理事 上山 康博 ㈱百戦練磨 代表取締役社長 

■会員数：約 295団体(2024年 6月現在) 

■活動内容：農泊地域での合意形成、事業開始、事業拡大までのサポート 

 
■報道関係の方からのお問い合わせ先 

公益財団法人大阪観光局 広報担当：北中、田川 

TEL：06-6282-5917 Email：pr@octb.jp 


